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要約 Pseudomonas huttiendsが ,健全イネから高頻度に分離 され,植物体に生′自、していること

がはじめて明 らかになった。本菌は遺伝子の相同性 と細菌学的性質により,1986年 に新設 さ

れた Herbaspi」 llum属 の細菌 と位置づけられる。

背景・ね らい

農業環境中には,様々な微生物が生息 し,生態系の維持に重要な役割を果た していると考え

られる。 この うち,共生微生物などについては多 くの研究があるが,常在微生物についての研

究はほとんどない。今回,今 まで蒸留水からしか見つかつていなかつた細菌が健全イネから多

数分離 された。分離株は,イ ネ体内で他の微生物の増殖を抑制 したので,こ れ らの分類学的な

検討を行った。

成果の内容・特徴

1.P.huttiendsは ,イ ネの下部葉鞘から常に分離 され,葉鞘に常在 している菌群の一つである

ことが明らかになった (図 1)。

2.16S rDNA塩 基配列の相同性および全 DNAの 類似性により,本菌は 1986年 に新設 された

Herbaspi五 llum属細菌であることが判明 した (表 1)。

3.本菌は,既知の Herbas,五 llum属細菌 と窒素固定能 (ア セチ レン還元活性)な ど 6つ の細

菌学的性質が異な り,それ らは本菌の判別の特徴 となる (表 2)。

成果の活用面・留意点

1.地域や分離部位が異なった場合の本菌の常在性については,未検討である。
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具体的データ

表1.16S rDNAの 相同性お よび DNA類似性試験結果
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a)16S rDNA相 同性 (%):相 同性が98%未満は経験的に別種とする意見が多い。ただし,98%
以上ても DNA類 似性が70%未満の場合は別種とする。bDNA類 似性(%):基 準として,類似
性が70%以上のものを同種とする。蛍光強度で測定するため100%を 若干越える場合もある。

表2.細菌学的性質の違いによる識別
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